
平成２８年度 経営体育成基盤整備事業 再評価調書

事 業 名 経営体育成基盤整備事業 地区･路線名 段関地区
ふ り が な だんぜき

事業主体 徳島県 関係市町村 鳴門市

（事業目的）
本地区は、鳴門市の南部に位置する大谷川の左岸側に開けるれんこん田地帯である。

地区内の排水路は土水路であり、植物の繁茂や土砂堆積により排水能力が著しく低いた
事 め、れんこん収穫時の排水に時間を要している状況である。また農道は未舗装かつ幅が

狭小であるため、れんこんが荷痛みによる品質低下が生じている。
このため、本事業により排水路、農道の整備を行うことにより、収穫時間の短縮や荷

業 痛み防止を図り、営農経費の縮減や品質向上による農業経営の安定と優良農地の保全を
図る。
（事業内容）

受益面積 33.2ha
概 受益戸数 77戸

主要工事 排水路 2,109m、農道 440m
総事業費 485,000千円（国50%、県27.5%、市22.5%）

要 工 期 平成19年度～平成29年度

（事業の進捗状況）
平成２７年度までに農道は完成。排水路は1,738mを実施している。
平成２８年度末の事業費進捗率は91％となっている。

（関連事業の進捗状況）
評 ・生物多様性対応基盤整備促進パイロット事業 段関地区 （Ｈ20～Ｈ24）完了

排水路工 990m

（社会経済情勢の変化）
本地域は、現況排水の多くが土水路であり、農道も一部未整備である。これらの維持

管理作業は農業者が行っているが、高齢化が進み十分に管理が行き届いていない。この
価 ため、本事業を実施することで、排水路工は営農時間の短縮並びに維持管理の軽減を図

り、農道工は荷痛み防止による作物の品質向上を図るとともに、担い手農家による農地
集積を進め、農業経営の安定と優良農地の保全を図ることが求められている。

（計画上重要な部分の変更の必要性の有無）
特になし｡

項

（事業効果の発現状況）
・ 排水路が1,738ｍが整備されたことで、れんこんの収穫時間が短縮され、営農経費

目 が縮減された。
・ 農道440ｍが整備されたことで、れんこんの荷痛みが解消され、品質低下の防止が

図られた。

総費用総便益比＝総便益（効果額の現在価値化）／総費用（事業費の現在価値化）＝1.46

（受益農家、関係機関の意向）
安定した営農の確立のため、地元受益者や鳴門市からは事業の早期効果の発現を要望

されている。

（事業の実施方針）
継続して事業を実施する。


